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キ
ッ
ズ
サ

ン
ガ
は
「
お

寺
が
子
ど
も

の
居
場
所
に
」

「
阿
弥
陀
様
と

の
ご
縁
づ
く
り
」
が
願
い
で
あ
る

◆
沢
山
の
人
が
関
わ
り
集
ま
る
事

が
大
事
で
、
少
人
数
で
は
意
味
が

な
い
。
こ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
◆

自
坊
で
毎
月
第
三
土
曜
日
午
後
三

時
か
ら
四
時
半
ま
で
土
曜
学
校
を

し
て
い
る
。
あ
る
時
、
月
忌
参
り

を
途
中
に
し
て
本
堂
へ
駆
け
込
ん

だ
ら
誰
も
来
て
い
な
い
。
始
ま
り

の
時
刻
が
過
ぎ
て
も
だ
。
諦
め
て

月
忌
参
り
の
続
き
を
し
よ
う
か
。

も
う
ち
ょ
っ
と
待
と
う
か
ど
う
し

よ
う
。
も
う
終
わ
り
か
な
・
・
・

四
時
前
に
一
人
の
女
の
子
が
「
遅

く
な
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
」と
走
っ

て
来
た
。「
み
ん
な
は
？
」「
良
く

来
て
く
れ
た
ね
○
○
ち
ゃ
ん
が
今

日
一
番
だ
よ
。」一
緒
に
お
勤
め
し
、

ゲ
ー
ム
を
し
て
帰
る
時
「
先
生
今

日
は
嬉
し
か
っ
た
。
先
生
独
り
占

め
で
き
た
も
の
」「
来
月
は
友
だ
ち

連
れ
て
く
る
ね
」
と
笑
顔
で
帰
っ

て
行
っ
た
。◆
言
う
ま
で
も
な
い
土

曜
学
校
は
続
い
た
。
子
ど
も
の
人

数
が
多
い
と
関
係
が
粗
雑
に
な
っ

て
い
た
か
も
。
一
人
で
も
、
そ
の
一

人
と
大
切
に
関
わ
る
事
が
大
事
と

そ
の
子
か
ら
教
わ
っ
た
。
良
き
協

力
者
は
子
ど
も
だ
っ
た
。

姫
路
中
組
法
性
寺
　
池
本
史
朗

十
月
一
日
、『
兵
庫
教
区
臨

時
教
区
会（
通
算
第
一
五
七

回
）』が
召
集
さ
れ
た
。

今
年
度
下
半
期
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、予
算
の
中
間
執

行
現
況
か
ら
第
一
次
予
算
補

正
案
と
し
て
、二
〇
一
三（
平

成
二
十
五
）年
度
の
財
務
議

決
議
案
が
上
程
・
審
議
さ
れ
、

議
案
の
可
決
を
も
っ
て
閉
会

し
た
。

ま
た
、本
教
区
会
開
会
前

に
、多
田
満
之
教
区
会
議
長

の
議
長
職
及
び
議
員
辞
職

（
※
二
面
に
関
連
記
事
）に
か

か
り
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

釋
水
正
章
氏（
岡
山
南
組
正

覚
寺
）が
新
議
長
に
選
出
さ

れ
た
。

議
長
挨
拶
で
釋
水
氏
は

「
教
区
に
お
き
ま
し
て
は
差

別
問
題
や
護
持
口
数
調
整
の

問
題
な
ど
、問
題
は
山
積
し

て
お
り
ま
す
が
、多
田
議
長

の
後
、二
年
と
五
カ
月
の
残

任
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

が
ん
ば
っ
て
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」と
抱
負
を
述

べ
た
。

新
議
長
の
開
会
宣
言
に
続

い
て
議
案
上
程
に
先
立
ち
、

教
務
所
長
が「
昨
年
四
月
に

新
た
な
運
動
理
念
と
し
て
、

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運

動（
実
践
運
動
）が
打
ち
出
さ

れ
、当
教
区
に
て
昨
年
八
月

二
十
二
日
、全
教
区
に
先
駆

け
て
総
局
に
よ
る
公
聴
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
よ
り
一
年
が
経
過
し

た
本
日
、再
び
公
聴
会
が
行

わ
れ
ま
す
。本
日
十
月
一
日

は
三
カ
年
度
取
り
組
む
実
践

運
動
の
中
間
点
と
な
り
ま

す
。当
教
区
に
お
け
る
運
動

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
点
検

す
る
と
と
も
に
、今
後
の
教

団
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て

様
々
な
角
度
か
ら
の
ご
提
言

を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
」と
挨
拶
を
述
べ
た
。（
※

公
聴
会
に
つ
い
て
二
面
に
関

連
記
事
）

議事を進行する釋水議長

釋水正章氏
とき   み   せいしょう
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定

宗
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員
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宗
会
議
員
欠
員
に
よ
る

補
欠
選
挙
施
行
の
宗
告
発
布

に
つ
き
、兵
庫
教
区
僧
侶
宗

会
議
員
補
欠
選
挙
が
九
月

十
二
日（
木
）に
開
催
予
定
で

あ
っ
た
が
、立
候
補
者
一
名

に
つ
き
選
挙
未
開
催
に
て
、

多
田
満
之
氏（
赤
穂
北
組
西

光
寺
）が
兵
庫
教
区
僧
侶
宗

会
議
員
に
選
出
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
九
月
十
三

日
午
前
十
時
、本
願
寺
神
戸

別
院
を
会
場
に『
第
十
八
選

挙
区（
兵
庫
教
区
）僧
侶
議
員

選
挙
会
』が
開
催
さ
れ
、当
選

状
授
与
が
行
わ
れ
た
。

九
月
二
十
五
日
か
ら
一
泊

二
日
の
日
程
で『
平
成
二
十

五
年
度
兵
庫
教
区
教
区
会
議

員
研
修
会
』が
開
催
さ
れ
た
。

本
研
修
会
は
、兵
庫
教
区

教
区
会
議
員
と
し
て
の
自
覚

の
も
と
、聞
法
と
議
員
相
互

の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

本
年
度
は
宮
城
県
を
会
場
と

し
て
二
十
四
名
の
議
員
参
加

の
も
と
催
行
さ
れ
た
。

伊
丹
空
港
を
出
発
し
た
一

行
は
仙
台
空
港
到
着
後
、青

葉
城
跡
を
散
策
し
た
の
ち
、

本
願
寺
仙
台
別
院
を
参
拝
。

別
院
本
堂
を
会
場
に
開
会
式

が
行
わ
れ
、長
岡
晃
澄
師（
神

姫
組
金
蓮
寺
）調
声
の
も
と

重
誓
偈
の
お
勤
め
、教
務
所

長
挨
拶
、釋
水
正
章
師（
岡
山

南
組
正
覚
寺
）挨
拶
に
て
開

会
。続

い
て
、東
日
本
大
震
災

に
て
被
災
・
津
波
の
被
害
を

被
っ
た
専
能
寺（
仙
台
市
宮

城
野
区
）を
参
拝
。

住
職（
足
利
一
之
師
）・
前

坊
守
様
よ
り
震
災
当
時
の

生
々
し
い
被
害
の
様
子
や
、

現
在
ま
で
の
苦
労
、被
災
さ

れ
た
門
信
徒
の
話
な
ど
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
い
た
。

翌
日
は
石
巻
市
を
視
察

後
、宮
城
県
の
史
跡
を
見
学
、

伊
丹
空
港
到
着
後
、渡
邊
昌

人
師（
赤
穂
南
組
光
蓮
寺
）の

挨
拶
に
て
終
了
・
散
会
と

な
っ
た
。

九
月
十
八
日
〜
十
九
日

に
か
け
て
、『
第
三
十
三
回
千

鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法

要
兵
庫
教
区
参
拝
団 

団
体

参
拝
』が
行
わ
れ
た
。

本
追
悼
法
要
は
、浄
土
真

宗
本
願
寺
派
が
主
体
と
な
っ

て
、一
九
八
一（
昭
和
五
十

六
）年
か
ら
東
京･

国
立
千
鳥

ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
お
い
て

厳
修
さ
れ
て
お
り
、本
年
で

三
十
三
回
目
を
迎
え
る
。

法
要
は
、御
門
主
様
・
御
裏

方
様
・
新
門
様
ご
臨
席
の
も

と
十
九
日
の
午
後
一
時
よ
り

始
ま
り
、仏
教
讃
歌
の
斉
唱
・

献
華
が
行
わ
れ
た
後
、宗
門

と
し
て
恒
久
平
和
の
願
い
を

新
た
に
す
る
た
め「
平
和
の

鐘
」が
打
た
れ
、「
平
和
宣
言
」

が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、御
門
主
様
ご
焼

香
の
後
、正
信
念
仏
偈
の
お

勤
め
が
勤
め
ら
れ
、最
後
に

仏
教
讃
歌「
み
仏
に
い
だ
か

れ
て
」の
斉
唱
に
て
法
要
は

終
了
し
た
。

兵
庫
教
区
参
拝
団
代
表

と
し
て
献
華
を
行
っ
た
門
徒

推
進
員
の
西
川
經
一
さ
ん

（
赤
穂
北
組
専
稱
寺
門
徒
）は

「
門
推
に
な
り
、浄
土
真
宗
に

つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
が
沢

山
あ
り
、一
つ
の
ご
縁
と
思

い
参
加
し
た
。築
地
本
願
寺

に
も
初
め
て
参
拝
で
き
た

し
、千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑

も
初
め
て
訪
れ
る
こ
と
が
出

来
た
。次
は
妻
と
一
緒
に
参

加
し
た
い
」と
話
し
た
。

十
月
一
日
、神
戸
別
院
本

堂
に
て
一
三
〇
名
を
超
え
る

僧
侶
・
門
信
徒
参
加
の
も
と
、

宗
派
よ
り
本
多
隆
朗
総
務
を

は
じ
め
五
名
が
出
向
し
て
の

『
平
成
二
十
五
年
度
兵
庫
教

区
公
聴
会
』が
開
か
れ
た
。

協
議
に
先
立
ち
、報
告

事
項
と
し
て
ご
門
主
様

が
来
年
六
月
五
日
に
退

任
さ
れ
、新
門
様
へ
の『
法

統
継
承
式
』が
六
月
六
日

に
本
山
で
執
り
行
わ
れ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
法
統
継
承
式

の
予
算
は
二
億
円
を
計

上
、一
般
寺
院
へ
の
割
当

懇
志
依
頼
は
行
わ
な
い

こ
と
を
説
明
、そ
の
後

『
伝
灯
奉
告
法
要
』を
営
む
諸

準
備
が
進
め
ら
れ
る
旨
の
説

明
が
な
さ
れ
た
。

意
見
聴
取
で
は
、杉
本
照

顕
師（
阪
神
東
組
最
光
寺
）か

ら
、阪
神
ブ
ロ
ッ
ク
で
各
寺

院
の
災
害
時
に
ど
の
様
な
対

応
が
と
れ
る
か
を
協
議
し
た

内
容
に
つ
い
て
、横
山
正
仁

師（
姫
路
南
組
善
正
寺
）か
ら

は
、災
害
時
の
危
機
管
理
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、西

池
匡
師（
出
石
組
勝
林
寺
）か

ら
は
、真
宗
の
枠
組
み
を
超

え
地
域
の
仏
教
会
と
協
力
、

核
家
族
化
す
る
子
や
親
世

代
に
参
加
を
呼
び
か
け
、花

ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
る
こ

と
等
提
言
を
頂
い
た
。

た　だ まん し



近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
寺
婦
が
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〜
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三
連
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布
教
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研
修
会
〜

優しい語り口の友久師

迫真の舞台

満堂の中での講演
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九
月
十
日
、『
二
〇
一
三
年

度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
寺
族
婦
人

研
修
会
』が
神
戸
別
院
に
て

開
催
さ
れ
、四
百
名
以
上
の

寺
族
婦
人
が
近
畿
六
教
区
よ

り
参
集
、別
院
本
堂
満
堂
の

中
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、献
灯
・
献

華
・
献
香
、各
教
区
委
員
長
焼

香
の
後
、和
讃
を
中
心
と
し

た
音
楽
礼
拝
が
、兵
庫
教
区

寺
婦
連
盟
会
員
出
勤
の
も
と

勤
め
ら
れ
た
後
、兵
庫
教
区

教
務
所
長
挨
拶
、廣
岡
典
子

氏（
兵
庫
教
区
寺
族
婦
人

会
連
盟
委
員
長
）の
挨
拶

に
て
開
会
。

記
念
講
義
に
は
、足
利

孝
之
師（
兵
庫
教
区
阪
神

東
組
安
養
寺
）を
お
迎
え

し
、『
現
生
正
定
聚
〜
信

心
を
い
た
だ
く
〜
』と
題

し
て
法
話
を
頂
い
た
。

休
憩
の
後
、会
場
を
別

院
一
階
ホ
ー
ル
に
移
し
、

記
念
公
演
と

し
て
兵
庫
教

区
寺
婦
連
盟

を
母
体
と
し

た
、コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
ア
プ

サ
ラ
ス
出
演
に

よ
る
オ
ペ
レ
ッ

タ『
親
鸞
聖
人

と
恵
信
尼
さ

ま
』（
監
修
・
豊

原
大
成
師
／
監

督
・
杉
本
照
美

師
／
演
出
・
釋

氏
清
子
師
）が

上
演
さ
れ
た
。

※

オ
ペ
レ
ッ
タ

…

対
話
と
歌
と
踊
り
に
よ
っ

て
物
語
が
展
開
す
る
音
楽
劇

（
小
さ
い
オ
ペ
ラ
）

オ
ペ
レ
ッ
タ
で
は
、親
鸞

聖
人
の
苦
悩
を
、法
然
上
人
・

恵
信
尼
さ
ま
と
の
出
会
い
を

中
心
に
、得
度
・
吉
水
の
草

庵
・
九
条
家
法
会
・
六
角
堂
の

救
世
観
音
の
夢
告
の
場
面
を

通
し
て
表
現
さ
れ
た
。

閉
会
式
で
は
、八
木
覚
子

氏（
兵
庫
教
区
寺
婦
連
盟
副

委
員
長
）挨
拶
の
後
、釋
迦
惠

子
氏（
次
期
開
催
教
区
／
滋

賀
教
区
寺
婦
連
盟
委
員
長
）

挨
拶
、恩
徳
讃
の
斉
唱
に
て

閉
会
と
な
っ
た
。

八
月
二
十
八
日
〜
二
十
九

日
に
か
け
て
、本
願
寺
神
戸

別
院
・
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
を
会
場

に『
平
成
二
十
五
年
度
第
三

連
区
布
教
使
研
修
会
』が
、百

名
を
超
え
る
参
加
者
の
も
と

開
催
さ
れ
た
。

本
研
修
会
は
、第
三
連
区

（
和
歌
山
・
滋
賀
・
京
都
・
奈

良
・
大
阪
・
兵
庫
の
六
教
区
）

布
教
団
主
催
の
も
と
、各
教

区
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、本
年
度

は
兵
庫
教
区
が
主
幹
教
区
と

な
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
。

研
修
会
の
テ
ー
マ
は
、布

教
団
連
合
親
鸞
聖
人
七
百
五

十
回
大
遠
忌
長
期
計
画
テ
ー

マ
で
あ
る『
親
鸞
さ
ま
の
魅

力
を
現
代（
い
ま
）に
！ 

〜

阿
弥
陀
さ
ま
の
温
も
り
に
出

遇
え
た
よ
ろ
こ
び
を
確
か
め

あ
い
、わ
か
ち
あ
い
ま
し
ょ

う
〜
』を
総
合
テ
ー
マ
と
し
、

サ
ブ
テ
ー
マ
に
兵
庫
教
区
の

教
学
テ
ー
マ
で
あ
る『
現
生

正
定
聚
』を
設
定
。

講
師
に
は
、兵
庫
教
区
の

布
教
団
員
で
も
あ

る
友
久
久
雄
師（
京

大
病
院
医
師
・
龍
谷

大
学
教
授
／
兵
庫

教
区
姫
路
中
組
西

徳
寺
衆
徒
）を
迎
え

て
の
開
催
と
な
っ

た
。研

修
会
は
、
讃

仏
偈
の
勤
行
後
、松

永
大
德
総
務（
布
教

団
連
合
総
団
長
）挨

拶
、兵
庫
教
区
教
務

所
長
挨
拶
に
て
開
会
。

続
い
て
友
久
師
に
よ
る
講

義
・
問
題
提
起
を
頂
い
た
後
、

六
班
に
分
か
れ
て
の
分
散
会

が
開
か
れ
、分
散
会
発
表
で

は
、各
班
の
様
々
な
意
見
や

思
い
が
話
さ
れ
た
。

講
義
で
は
、講
師
自
身
の

ご
法
義
と
の
出
遇
い
を
語
る

中
で
、善
導
大
師
以
来
念
仏

者
の
姿
勢
と
し
て
示
さ
れ
た

伝
道
の
根
本
で
あ
る「
自
信

教
人
信
」の
い
た
だ
き
方
、伝

道
は
聞
法
か
ら
は
じ
ま
る
と

い
う
聞
法
と
伝
道
と
の
関
係

性
な
ど
、布
教
使
・
真
宗
僧
侶

と
し
て
の
根
本
や
、臨
床
心

理
学
の
知
見
か
ら
、カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
と
布
教
や
傾
聴
と

聴
聞
の
相
違
点
を
、明
確
に

ご
教
示
頂
い
た
。

分
散
会
発
表
後
、お
夕
事

と
し
て
重
誓
偈
の
お
勤
め
・

布
教
実
演（
苗
村
隆
之
師
／

京
都
教
区
下
西
組
正
住
寺
）

が
行
わ
れ
、会
場
を
メ
リ
ケ

ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
に
移
し
て
の
懇
親
会
と

な
っ
た
。

二
日
目
は
、お
朝
事
と
し

て
讃
仏
偈
の
お
勤
め
・
布
教

実
演（
大
西
宝
雲
師
／
兵
庫

教
区
宍
粟
組
教
専
寺
）が
行

わ
れ
た
後
、全
体
会
・
ま
と
め

の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

閉
会
式
で
は
、増
井
淨
見

師（
兵
庫
教
区
布
教
団
副
団

長
）挨
拶
の
後
、次
期
開
催
教

区
で
あ
る
京
都
教
区
よ
り
岡

橋
聖
舟
師（
京
都
教
区
布
教

団
副
団
長
）の
挨
拶
に
て
閉

会
の
運
び
と
な
っ
た
。



教区だより
11月

リーフレット『報恩講』

受付中
リーフレット『報恩講』

受付中

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

4

10月

（火）
（水）
（木）
（金）

（月）
（水）
（木）
（金）
（日）
（月）
（火）
（水）

15
16
17
18

21
23
24
25
27
28
29
30

常例法座（寺本峰昭師 神崎組 16日まで） 13：30
別院仏教壮年会  10：00
仏婦コーラス練習会  10：30
アプサラス練習会  13：30
青僧会役員会  16：00
神戸真宗連盟主催　真宗講演会  14：00
第37回近畿地区仏婦大会 ポートピアホール 
青僧会連続研修会（佐々木義英師） 14：00
総代会西播ブロック研修会 たつの市「志んぐ荘」 10：30
総代会姫路ブロック研修会 姫路中組法性寺 10：30
総代会但馬ブロック研修会 養父組安楽寺 10：30
総代会丹波ブロック研修会 氷上西組西往寺 10：30
別院仏婦研修旅行 鷺森別院 8：30

（土）

（土）
（日）
（火）
（木）
（金）
（土）
（日）
（日）
（火）

2

9
10
12
14
15
16
17
24
26

門推の日  10：00
第一土曜仏教講座（末本弘然師  大阪教区豊島南組） 13：30
中仏つどい会  9：30
中仏つどい会  9：30
神戸市佛教連合会  17：30
兵庫県仏教教誨師会研修会  15：30
常例法座（渡邉顕代師  阪神南組  16日まで） 13：30
別院仏教壮年会  10：00
総代会阪神・神戸ブロック研修会  10：30
門推第56回研修会 氷上東組明光寺 10：20
神戸別院報恩講法要
（芳滝 仁師  北海道教区十勝組  28日まで）  

10月・11月

敬
　
　
弔

左
記
の
方
が
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
の
で
謹
ん
で
敬
弔
の

意
を
表
し
ま
す

尾
井
憲
雄
（
氷
上
西
組
照
徳

寺
前
住
職
）
平
成
二
十
五
年

七
月
十
日
八
十
八
歳

西
脇
　
修
（
揖
龍
西
組
超
念

寺
住
職
）
平
成
二
十
五
年
七

月
十
六
日
六
十
二
歳

寺
口
愛
子
（
阪
神
北
組
長
宣

寺
住
職
）
平
成
二
十
五
年
八

月
八
日
九
十
一
歳

西
田
お
い
し
（
播
磨
中
組
福

恵
寺
前
々
坊
守
）平
成
二
十
五

年
八
月
二
十
三
日
九
十
九
歳

廣
岡
行
信
（
神
戸
中
組
德
照

寺
住
職
）
平
成
二
十
五
年
八

月
二
十
六
日
八
十
五
歳

中
山
洋
昭
（
播
磨
中
組
教
覚

寺
住
職
）
平
成
二
十
五
年
九

月
九
日
六
十
三
歳

竹
内
淺
衣
子
（
揖
龍
東
組
浄

蓮
寺
前
坊
守
）
平
成
二
十
五

年
九
月
二
十
一
日
八
十
七
歳

豊
岡
幸
子
（
高
砂
組
善
立
寺

坊
守
）
平
成
二
十
五
年
九
月

二
十
八
日
八
十
六
歳

小
宅
信
水
（
神
戸
湊
組
浄
榮

寺
住
職
）
平
成
二
十
五
年
九

月
二
十
七
日
七
十
八
歳

十
月
二
日
現
在

【
敬
称
略
】

年
三
回
発
行
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト『
法
』シ
リ
ー
ズ
。今
回

の
報
恩
講
号
は
、髙
﨑
正
英
師

（
神
崎
組
淨
光
寺
）に
ご
執
筆

い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
部
二
十
円（
送
料
実
費
）

に
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。ま

た
、百
部
以
上
ご
注
文
の
場
合

は
寺
号
を
無
料
で
印
刷
致
し

ま
す
。教
務
所
ま
で
、ご
注
文

く
だ
さ
い
。

【
教
務
所
☎
：
〇
七
八－

三
四
一

－

五
九
四
九
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
七

八－

三
四
一－

八
五
二
六
】

昨
今
、寺
院
を
対
象
に
消

火
器
を
強
引
な
手
法
で
販
売

す
る
、い
わ
ゆ
る
悪
質
な
商

法
の
事
案
が
確
認
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

【
悪
質
な
販
売
手
法
例
】

①
頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
突

然
訪
問
し
消
防
署
や
大
手
消

防
器
具
の
企
業
を
名
乗
り
、

「
消
防
法
で
点
検
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
か
ら
」と
、点

検
を
行
う
。

②
無
断
で
寺
院
備
え
付
け
の

消
火
器
類
を
回
収
し
た
後
、

詰
め
替
え
た
も
の
を
返
還
も

し
く
は
新
品
を
納
品
し
、金

銭
を
請
求
す
る
。

③
金
銭
の
話
し
合
い
を
行
う

際
、威
圧
的
な
態
度
・
様
相
の

者
が
訪
問
す
る
。

④
発
注
し
て
い
な
い
に
も
関

わ
ら
ず「
契
約
が
な
さ
れ
て

い
る
」と
主
張
、ま
た
発
注
し

た
場
合
発
注
数
よ
り
多
い
数

を
納
品
し
よ
う
と
す
る
。

【
対
応
】

①
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
、常
駐
の
弁
護
士
に
対

応
を
依
頼
す
る
。※
契
約
解

除
の
手
続
き
の
指
導
や
、今

後
の
業
者
と
の
交
渉
窓
口
と

し
て
対
応
を
行
っ
て
も
ら
う
。

②
威
圧
的
な
業
者
と
の
話
し

合
い
を
行
う
際
は
、話
の
内

容
を
録
音
す
る
こ
と
を
相
手

に
伝
え
、会
話
を
録
音
す
る

こ
と
、ま
た
話
し
合
い
は
二

人
以
上
で
対
応
す
る
。

③
相
手
の
言
動
に
恐
怖
や
違

法
性
を
感
じ
た
ら
、す
ぐ
に

警
察
に
相
談
す
る
。

「
困
っ
た
」「
お
か
し
い
」と

思
っ
た
ら
、す
ぐ
に
警
察
や

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
を
。

【
兵
庫
県
立
健
康
生
活
科
学
研
究

所
生
活
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
】

受
付
：
平
日
九
時
〜
十
七
時

三
十
分
☎ 

（
〇
七
八
）三
〇

三－

〇
九
九
九

※
土
日
は
週
末
消
費
生
活

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で（
十
時

〜
十
六
時
☎
〇
一
二
〇－

五

一
一－

一
〇
三
）

神
戸
別
院
報
恩
講
法
要

十
一
月

 

二
十
六
日
（火）
〜
二
十
八
日
（木）　

講
師

：

芳 

滝　

仁 

師

　
　

 

（
北
海
道
教
区
十
勝
組
顕
勝
寺
）　

二
十
六
日
逮
夜

　
　
　

〜
二
十
八
日
満
日
中

〃

〃
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